











































Effects and Problems of Making the Sound Map in the Class of  





















































































































































































































































































































3 - 2 - 2　サウンドマップづくり
















































































































































































4 - 1 - 3　まとめの活動から─自身の体験を保育に
生かそうとする思考─
まとめの活動終了後の記述は、⑧他者の表現の受
容⑨多様な表現への共感⑩自己の感性を高めること
への意欲⑪幼児の指導法への応用に分類した。
本時の取り組みである「サウンドマップ展覧会」
は、学生が自らの体験を振り返り、気持ちや考えの
変化を見つめ確かめる活動となった。こどもにもこ
表５　多様な表現に触れた後の記述
記述例
・その場あった『物』を描くのではなく、自分たちの
想像した物（動物など）が描いてあったりして「そ
ういう表現もあるのか」と思った。
・人それぞれで音の感じ方、表現の仕方が全然違うこ
とがよくわかりました。
・自分たちは聞こえてきた音をそのまま書いて表現し
ました。他のグループは雰囲気なども取り入れて音
マップをつくっていました。
・様々な表現方法があるとわかった。見ている景色を
音に視点を向けてかくと違ったマップ図ができるん
だとわかりました。
・大きさだったり、色など、音を実際に絵にして描く
ことで、見てみて本当にその音のイメージに合って
いました。
・どの班の作品も自分たちで聞いた音を自分たちの発
想や感性で音を表現していました。（中略）このよ
うな活動をして、自分の想像力はまだまだだなと感
じました。
・他の班は、音だけではなく光のイメージも絵描いて
いたり（原文ママ）、折り紙を使い音を作っていま
した。その発想が素晴らしいと思いました。
・私は、やはり固定された考え方をしてしまって、あ
まり表現をすることが上手くできませんが、（中略）
聞こえる音だけではなく音の大きさなども違うの
で、もっといろんな音を聞こうと思いました。 
・「共感のまなざし」は、今から意識して持とうと思
いました。子どものキラキラした気持ちに気づいて
手をさしだせる保育者になりたいです。
・声かけを、ワンパターンではなく、その子の感性を
知ることを最初にしてからやろうと思う。
・外や他の教室へ周りながら（原文ママ）どんな音が
するのかさがし、その音に似た音（物や楽器）を
作ったりしてみんなで鳴らしてみたい。
・音や場所の表現一つでも、様々な方法、描き方を出
来るよう環境をつくろうと思った。
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のように環境設定をして、ぜひ体験させてあげたい
というような、保育実践への応用へと向かう思考の
過程が読みとれた。
4 - 2　対象者の思考の展開─関心・意欲の芽生えか
ら拡散的な思考へ─
以上の考察を整理し、対象者の思考の流れを図式
化した（図７）。
まず、一連の実践を行う前の段階を第０段階とし
て「先入観がある状態」とした。ここから、導入の
表６　自由記述の分類
過程 内容による分類 記述例
??
①聴覚に関する
先入観の認知
・周りの音に耳を傾けると普段からいろいろな音が身近にあるということに気づく。
・こんなに音に集中する時間は、普段生活している上ではなかなかないし、大切だと感じた。
・意識してきかないときけないこともある。
・自分が無意識に聞いている音も考えてみたら音がない世界ってないなあと思った。
②音・音楽に対
する先入観の
認知
・（トライアングルの）音が消えるまであんなに（時間が）かかるなんて初めて知った‼
・トライアングルをよく聞いてみると思ったより長くなっていることが分かった。居る場
所によって聞こえている時間が変わっておもしろかった。
③活動への関
心・意欲の高
まり
・音楽は歌うかピアノばっかりで嫌なイメージが大きかったけれど、今回も次回も全然違
うので楽しみです。
・音楽が苦手でも楽しく参加できると思いました。
・音楽としてだけでなく音その物を使って遊びたいと思った。
④感想 楽しかった・難しかった等
???
⑤初めて味わう
感覚
・普段気づかないような音も聞こえた。
・思っていたよりもたくさんの音をさがすことができて、こんなに音であふれているんだ
と思いました。
⑥探求心の高ま
り
・他の場所にも耳をすましてみたいと思いました。
・いつもイヤホンをして音楽を聞きながら歩いたりしてるけどイヤホンせずに自然の音に
耳を澄ましてもよいと思いました。
・自分の家の近くにはどんな音があるのか、知りたくなりました。
⑦感想 楽しかった・難しかった等
???
⑧他者の表現の
受容
・その場にあった『物』を描くのではなく、自分たちの想像した物（動物など）が描いて
あったりして「そういう表現もあるのか」と思った。
・人それぞれで音の感じ方、表現の仕方が全然違うことがよくわかりました。
・自分たちは聞こえてきた音をそのまま書いて表現しました。他のグループは雰囲気など
も取り入れて音マップをつくっていました。
・様々な表現方法があるとわかった。見ている景色を音に視点を向けてかくと違ったマッ
プ図ができるんだとわかりました。
⑨多様な表現へ
の共感
・大きさだったり、色など、音を実際に絵にして描くことで、見てみて本当にその音のイ
メージに合っていました。
・どの班の作品も自分たちで聞いた音を自分たちの発想や感性で音を表現していました。
（中略）このような活動をして、自分の想像力はまだまだだなと感じました。
・他の班は、音だけではなく光のイメージも絵描いていたり（原文ママ）、折り紙を使い
音を作っていました。その発想が素晴らしいと思いました。
⑩自己の感性を
高めることへ
の意欲
・私は、やはり固定された考え方をしてしまって、あまり表現をすることが上手くできま
せんが、（中略）聞こえる音だけではなく音の大きさなども違うので、もっといろんな
音を聞こうと思いました。
・「共感のまなざし」は、今から意識して持とうと思いました。子どものキラキラした気
持ちに気づいて手をさしだせる保育者になりたいです。
⑪幼児の指導法
への応用
・音や場所の表現一つでも、様々な方法、描き方を出来るよう環境をつくろうと思った。
・声かけを、ワンパターンではなく、その子の感性を知ることを最初にしてからやろうと
思う。
・外や他の教室へ周りながら（原文ママ）どんな音がするのかさがし、その音に似た音
（物や楽器）を作ったりしてみんなで鳴らしてみたい。
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活動において先入観を認知したことにより（第１段
階）、感性や表現への関心・意欲が高まる（第２段
階）。この関心には２種類あり、一つは音の捉え方
についての関心、もう一つは聴覚についての関心で
ある。この２種類の関心から、それぞれ①自身の聴
覚や意識について省察する②幼児の指導法における
聴く活動への応用を考える③音や音楽に対する自身
の考え方について省察する④幼児の指導法における
音や音楽に関する活動への応用を考える、というよ
うに拡散していく（第３段階）。
したがって、本研究における一連の演習は、対象
者が自身の感性について省察する機会となり、なお
かつ幼児の指導法について、その具体的な方法を学
ぶ機会ともなり得る点で、総合的な学びを可能にす
ると考えられる。
また、本研究により、学生の記述の厚みは主活動
であるサウンドマップづくりよりも、むしろ導入と
まとめの活動のほうにあることが明らかとなった。
導入でいかに驚きと発見を体験するかということ
が、続く主活動に対する意欲に大きく影響すること
が読みとれた。まとめの活動もまた、他者の多様な
表現に触れるという点で、新鮮な驚きと発見である
ことから、対象者の関心・意欲は、未知のものに触
れた時にこそ高まると考えられる。
こうしたことから、導入とまとめの活動をより丁
寧に、時間をかけて取り組むことにより、学びがよ
り深いものとなると考えられる。
５．本研究のまとめと今後の課題
本研究では、保育内容「表現」について、対象者
の保育者としての感性を高めると同時に、幼児の指
導法についても総合的に学ぶことを目的として「サ
ウンドマップづくり」を実践し、一連の自由記述か
ら思考の展開過程について考察した。
その結果、対象者は自己の先入観を認知し、これ
までに知らなかった「音」の捉え方に気づくことを
きっかけとして自分を振り返り、自分を知る体験を
した。こうした実践が、未知の事象への強い関心を
呼び起こし、アクティブな表現活動につながったと
考えられる。導入の活動によりアクティブになった
思考の方向性は、自分自身についてのみならず、幼
児の指導法への応用について考える方向へも及んだ
ことから、本研究における一連の実践は、「感性」
「表現」「指導法」といったことについて対象者の拡
散的な思考を促す効果があったと考えられる。対象
者の記述は、主活動よりも導入とまとめのほうに厚
みがあったことから、導入とまとめの活動は非常に
重要であり、これが主活動への意欲や活動の成果
先入観がある
第０段階
（活動前）
第 1段階
（先入観の認知）
第 2段階
（関心・意欲の高まり）
第 3段階
（思考の拡散）
音・音楽の捉え
方について
聴覚について
聴くことへの
関心・意欲
音・音楽への
関心・意欲
自身の感性に
ついて省察
実践への応用
を考える
（聴く活動）
自身の音楽観
を省察
実践への応用
を考える（音・
音楽の活動）
図７　思考の展開過程
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（作品）に大きな影響を与え、学びの深さを左右す
ることが示された。したがって、導入において「音
を絵画で表現する」すなわち「聴覚で感じ取ったこ
とを視覚で表現する活動」について「よく理解でき
ない」という反応があったときに、このことが十分
に理解できる別の方法を取り入れたり、じっくりと
時間をかけたりして丁寧に取り組むことを大切にし
たい。
また、他教科との連携も課題である。保育の表現
に関する科目は、言語表現・身体表現・造形表現・
音楽表現の４科目が設定されており、学生はそれぞ
れの分野の理論や実践について個別に学習する。本
稿で主題とした保育内容「表現」の授業では、各教
科で個別に学んだことを統合し発展させたり、応用
的に取り入れたりすることで、学生自身の創造性を
高めたり、幼児の指導法についての実践的な学びを
深めていきたい。しかし、本研究における実践の過
程で、学生にはその視点が不十分であることが明ら
かになった。他教科との連携や、教科横断型の授業
デザインについて、今後の課題として検討していく
必要がある。
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